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味の素グループのパーパスとサステナビリティの考え方

パーパス アミノサイエンス®で、人・社会・地球のWell-beingに貢献する
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味の素グループ サステナビリティ（環境）中長期目標

課題 KPI
目標

FY2021実績
FY2025 FY2030 FY2050

気候変動対応

温室効果ガス

スコープ１、２総量 50%削減
（対FY2018）

Net Zero

18%削減

スコープ３原単位 24%削減
（対FY2018）

1%増加

再エネ比率 １００％ 29％

水リスク 水使用量 80%削減
（対FY2005）

79%削減

資源循環型
社会の実現

プラスチック廃棄物 ゼロ化 ー

廃棄物ゼロエミッション 資源化率 99％以上継続 ９８．４％

フードロス

原料受入から
お客様納品まで

50%削減
（対FY2018）

23％削減

製品ライフサイクル
全体

50%削減
（対FY2018）

ー

サステナブル
調達の実現

森林破壊
生物多様性
人権
動物の共生

持続可能な調達比率
紙
パーム油
大豆
コーヒー豆
牛肉

100％
98%
93%
30%
58%

リスク評価開始
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サステナビリティ環境課題への取り組み

生活者卸・小売り物流･配送製造原材料生産

Scope3／川上 Scope3／川下Scope１，２／川中

原材料加工

可視化・戦略策定

可視化・戦略策定

削減策 推進

可視化・戦略策定削減策 推進

リサイクル社会実装貢献リデュース・モノマテ化 推進

GHG

FLW

プラ

コミュニケーション戦略

シナリオ分析

エネルギー

調達 可視化・戦略策定

納品 販売調達

• バリューチェーン川上では、環境負荷の実態可視化とその削減に向けた統合戦略の策定が急務。

• そのうえで、原料生産者・サプライヤーとの協業による環境負荷低減、ネットポジティブを目指す。
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Scope3/川上での課題対応の進め方（整理中）

地球温暖化の抑制
GHG削減

フードロス削減

自然資本、生物多様性の保全

人権尊重
労働者の安全と健康の確保

プラスチック廃棄物削減

サステナブル調達

課題・ホットスポット抽出

課題・ホットスポット抽出
CDPサプライチェーンプログラム

課題・ホットスポット抽出
デューデリジェンス
SAQ

トレーサビリティ
SAQ

課題・ホットスポット抽出

施策統合、実態把握・課題抽出

バイオサイクル 再生農業 生産者支援 ・・・

対応・解決の戦略策定



Copyright(C)AJINOMOTO CO., INC. All rights reserved. 6

持続可能な農業に貢献するバイオサイクル 循環型アミノ酸発酵生産

• 地域の農業を豊かにしながら持続的に農作物を調達する資源循環型アミノ酸発酵生産方法（バイオサイクル）を、

• 食資源の安定的な確保の実現および持続可能な農業への貢献方法の一つとして、世界各地の発酵工場で導入。
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持続可能な農業への貢献 タイの再生農業にむけての取り組み事例

発酵技術による農業開発
モザイク病フリー苗の供給しつて無
農法教育、作物病害の勉強会
作物の生産性向上、付加価値向上
ドローンによる資材散布、画像解析
微生物肥料
土壌分析

作物加工工程の効率化
農業人財育成
農業残価の有効利用
天候保険
財政支援
農業アプリ、データベース化
行政、大学研究機関との連携

産官学40を超える機関でエコシステムを構築

直接的な農業貢献 農業支援
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